
 

 

 

 

 

 

海外研修の実施について 

 

１ 目的 

海外における先進事例の視察や調査を通じて、職員の国際的な感覚と視野を養い、中長期的に

区政の発展に貢献できる人材を育成する。 

 

２ 研修概要 

 全国市町村国際文化研修所が実施する、自治体職員向けの海外研修に参加する。 

（１）本プログラムの特色 

   ①地域やテーマに精通した専門家が講師を務め、質の高い研修プログラムを提供している。 

   ②事前学習をした上で現地訪問を行うことにより、理解を深めることができる。 

   ③様々な自治体の職員が参加するため、意見交換等の交流を図ることができる。 

   ④実績豊富であることや、専門家・通訳の帯同により、確実でスムーズな現地訪問が可能。 

（２）対象者及び人数（予定） 

   管理職昇任予定者から２名 

（３）地域及びテーマ等（予定） 

   令和８年度は、以下３つのプログラムから研修生ごとに調整の上、決定。 

地域 テーマ 日数 

①アメリカ・カナダ 多様な主体を活かす地域経営 

～北米の最も住みたい街から学ぶ～ 

１４日間 

(国内事前学習４日間含む) 

②フランス・スイス 欧州から学ぶ持続可能なまちづくり １３日間 

(国内事前学習３日間含む) 

③韓国 韓国の取組に学ぶ自治体の未来 

～DXの可能性と人口減少への挑戦～ 

１２日間 

(国内事前学習４日間含む) 

 

３ 予算額（案） 

  １，８４６千円 

 

４ 今後の予定 

  令和８年５月    研修生決定、申込み 

      ８～９月  研修実施 

令和８年３月３日 
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